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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、セリン／スレオニンプロテインキナーゼファミリーのメンバーです。コードされるタンパク質は、cAMP（サイクリックAMP）依存性プロテインキナーゼの触媒サブユニットであり、cAMPを介したシグナル伝達を媒介します。cAMPシグナル伝達は、細胞増殖や分化など、多くのプロセスにおいて重要です。異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2014年7月]、触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質、補因子：マグネシウム、酵素制御：cAMPによって活性化、機能：GPCRへの受容体結合によって引き起こされるcAMP依存性シグナル伝達を媒介します。 PKA の活性化は、細胞増殖、細胞周期、分化、微小管ダイナミクスの調整、クロマチンの凝縮と脱凝縮、核膜の分解と再構成、細胞内輸送機構とイオン流の調整など、多様な細胞プロセスを制御します。,PTM:Asn-3 は部分的に脱アミノ化されて Asp となり、それぞれ CB と CA と呼ばれる 2 つの主要な等電点変異体が生じます。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。AGC Ser/Thr タンパク質キナーゼファミリー。cAMP サブファミリー。,類似性:1 つの AGC キナーゼ C 末端ドメインを含みます。,類似性:1 つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,細胞内位置:核 (単量体触媒サブユニット) に移行します (類似性による)。不活性ホロ酵素は細胞質中に存在します。,サブユニット：2つの触媒サブユニットと結合した異なる調節サブユニットのホモダイマーまたはヘテロダイマーの組み合わせによって、多くの不活性四量体ホロ酵素が生成されます。cAMPは、不活性ホロ酵素を4つのcAMPと2つの遊離単量体触媒サブユニットに結合した調節サブユニットのダイマーに解離させます。,組織特異性：アイソフォーム1は脳に最も多く存在し、腎臓では低レベルの発現を示します。アイソフォーム2は主に胸腺、脾臓、腎臓で発現します。アイソフォーム3と4は脳でのみ発現します。,
	研究分野
	MAPK_ERK_成長;MAPK_G_タンパク質;カルシウム;ケモカイン;卵母細胞減数分裂;アポトーシス抑制;ミトコンドリアアポトーシス;アポトーシスの概要;血管平滑筋収縮;WNT;WNT-T細胞ヘッジホッグ;ギャップ結合;長期増強;嗅覚伝達;味覚伝達;インスリン受容体;GnRH;プロゲステロン媒介卵母細胞成熟;メラニン形成;プリオン病;コレラ菌感染症;拡張型心筋症;
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	KAPCB抗体を用いたJurkat細胞およびCOLO205細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

